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フードロス削減から始まる
コトづくり



昨年度製作した商品の販売活動

ペットフードでフードロス削減プロジェクト！

今年度の活動内容



規格外野菜を使用したペットフード
製造・販売の流れ

（協力依頼候補）

・株式会社六美

・パウダーフーズフォレスト

株式会社

・有限会社吉川商会

・日本バイオコン株式会社

（協力依頼候補）
・株式会社日本誉田商事

・株式会社スマック
・メモリー株式会社
・有限会社エクセレント

昨年度の取り組みで協力し
て頂いたスーパー、八百屋
さん、飲食店の方々

野菜パウダーを製造する企業で、中にはパ
ウダー化依頼も受け付けている企業もある



フードロス観点からのメリット

フードロスを削減するために、規格外野菜・果物、売れ残り
野菜・果物（事業系食品ロス）をペットフードの材料に使用
します。

事業系食品ロスは、日本における食品ロス総量522万トンのう
ち、275万トン（53%）を占めています。事業系食品ロスには、

食品の製造過程で発生した規格外品や返品商品、外食店や
スーパーでの売れ残り、食べ残しなどが挙げられます。



ペット（犬や猫）におけるメリット

①肥満防止 ②関節疾患の防止

動物病院に来院する犬・猫の肥満率

低カロリー & 高栄養素の野菜が
肥満防止や関節疾患の防止に寄与する！

→半数ほどの飼い犬・猫が肥満だと判断されている

◎ペットフードに比べてカロリーが低い

一般的なペットフード 330kcal / 100g

ブロッコリー 33kcal / 100g
カボチャ 26.1kcal / 100g
ほうれん草 23.2kcal / 100g
さつまいも 131.9kcal / 100g

ブロッコリー、カボチャ、ほうれん草、さつまいも等の
野菜に含まれる栄養素
（抗酸化物質、ビタミン、ミネラル、食物繊維)
関節の炎症の軽減や健康促進に役立つ
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